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　演 毋は 1988 の 辰 年 （龍年 〉、中 国滞イt
の 機 会 を得 、伝統 的 な民 族 文化 と L て 、申 国

の 入 々 の 心 に今 なお 深 く根ず い て い る 龍 文化
グ）

・端 を t日 間 見る好 機 に患 まれ 、その 内容 を

1991 年 5 月の ll本色 彩学 会 全国 大会に お

い て
“
中国の 龍 と色彩

”
と題 し ．また 】 99

2 癖 2 月日 本 色彩学 会関凶 遥ご部 大会に於 い て
“
ゆ田 ．龍の あ る風 景一龍 と色 彩一”

と題 し

発 喪 した 。そ の 後 、日本の 中の 龍 文化に 興味

を い だ き 、渡 来文化 の 龍 が どの よ うに 日本の

中 に 溶 け こ ん でい るの か を、機 会を 見て は 調
べ て 来た 。。

　 H 本へ の 龍文 化の 伝 来が何 時 の 時 代か 定か

で は無 い が 、稲作農耕の 伝 来 と 同時 期 で はな
い か と の 説 が 有 力で あ る 。

　それ に よる と 、稲作は 中国雲 南省 南部 、ミ

ャ ン マ ー、ラ オス と 国境 を接す る 西 双 版 納地

方で 発生 し、中囚の 華 南 、簾中 、朝鮮 半島 南

部を径 由 し、紀 元 前 4 、 5 世紀 頃 日本に伝来
した ．ち ょ うど、こ の 時期 、巾国は 春秋戦 国
の 激動期に 当り 、呉 、越 の 戦 い に 見 ら れ る よ

うな 、黄河流 域 の 漢族 が 長江流域 に 勢 力拡 大

を計 っ た 時期 に 当た り t 漢 族 に 圧迫 され た 越

族は 、
…・

部 は 華南 へ 、
一．一

部は 日 本列 島 方面 へ

と 移動 し、稲作 や稲 作 と密接 に 結 び 付 い た 水

神 の 龍 文化が 伝 え られ た と菖 う説 で あ る 、森

秋時代、越 下 勾践 は 呉 を撃 っ て 山 東 半島へ 進

出 し、また 元封 2 年 （紀 元 前 109 年 〉漢 が

山東半 島か ら 朝鮮 半 島 へ 出兵 した 史実 に て ら

し、当時既 に 中鬮か ら 日本 列 島 へ の 海 ヒ交 通

路 が開 けて お り、今様 ボ ー
ト ピ ーア ル が 龍文

化 伝来 の 担 い 手で 有 っ た の で あ ろ う。こ の 説

に 従 えば 、日本 の 龍 文化は 既 に 2000 年の

歴 史 を持 つ 事 に な る 。

　 日本 文化の 特徴は 、異文化 の 許 容 と適磨 性

に 秀れ 、また その 変様 に よ る独 自文化 の 形 成
に 有 る と言 われ て い るが 、雨 水 の 神、仏教 の

守 護神 、陰陽 説 の 四 神 、あ る い は 権 力 、 1与祥
の 象徴 と しての 龍が どの 様 な独 自文化 を形 成

して い るか は 興味の あ る所 で あ る ．

　 1 、占代の 龍 （占墳時代 一 奈良時イ辷）

　 1 ．　1 ，錚「鏡 と 環 頭 大丿iの 龍

　 　 　 　 　 （3 　 7 世条己）

　魏志 和 へ伝 に よ る と 、邪馬 台 国の 女 ｝｛卑弥

呼 が 、景初
’1 年 （23 （）年 〉と IE 始 4 年 （2

43 年 ） に 魏の
「

；斐帝 に 朝 貢 し銅鏡 100 枚 を

賜 っ た が 、それ と関 係 が tlる と され る 龍 と虎

を浮彫 した 、龍虎鏡 が 出 hL、て い る ．また 首

長の 権 威 を示 す 環頭 に 双 龍 の 装 飾 を施 した 、

環 頭 大刀が 出 トして い る

　 1 ． 2 ．高松塚 占墳 と龍 （7 　 8 世紀 ｝

　彩色 された 龍 と して 、今 の と こ ろ 、最 も占

い グ）は 、 1972 年奈良 県明 日香村 の 高松塚

占墳 に於 い て 発 見 され た 極 彩 色の 壁 画 で 有 る

。中 1　E・k，i代の 天文学 、星宿 の ： ｝へ宿 に 従 い

、束丙 南北 の 四 ん位 に 東．∫∫L
一
宿 、北 方 し宿 、

西 方 L
’
宿 、南 方七 宿が 、また 四 種類 の 動物 、

四神 の 彦龍、玄武 ．白虎 を配 し、天空 を 攴配

す る と言 う思 想が忠 実 に 画かオして い る 、

　 龍の 姿 態 は
“

龍的 装術 ．　 楊新 、他 ．故宮

博物 院紫 禁城 出版 社
”

の 歴 代 龍紋演 小 図 によ

れ ば 、魏 、晋 、南北 朝 （220 ・600 年 ）

の も の に ちか い 、，

　 2 ．　1｛朝権力 と 轟匿

　 2 ． 1 ．朝 賀の 儀 と 龍

　 文 匡弋天 皇 a）太宝 元 ft” （7 〔〕 1 年 〉 、ノ亡H に

は 正門 に 鳥 形鐘 をた て 、右、に 日像 、醇龍 、朱

雀、右に 月像 、玄武 、白虎 の 幡 を 立て る 、中

田 の 陰陽 耐 1説の 祥瑞 思想 の 影響 を強 く受 け

た 、祭祀 の 様式 が 導人 され て い る 。こ の 様式

は歴 代 天
匚P， の 即 位 4）式 に も nlい られ 、唐 風の

強 い もの で あ っ た が ．ft　1［．天皇以 降 の 即 位 の

式 か らは 、何 故か 姿 を消 して い る 。

　 2 ．　2 ．毛惷川 幕R｛fと 龍

　 中 圏で 最 も 多 く龍を 馳る こ と が 出 来 る の は

、北 京に あ る明 、清 両 モ朝 の 塁宮 、故宮 （紫

禁城 ）で あ る ，，日 本で は 寛永 11 年か ら 同 1

3 年 （1634 　 1 〔） 36 ＞に 造 営 され た 徳

川 家康 を祀 る 日 光東照 宮 で あ ろ う tt 東照 宮の

建造 物 や 建造物 を埋 め 尽 くす 彫 刻 群は 金 、朱
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、黄 、緑 、育、臼、黒 等 の 色が 用 い られ 絢爛

豪 華 、柚彩 色の 装 飾 が施 され て 居る 。 唐獅 子

、貘 、獻麟 、龍 等の 霊獣 、鳳 凰等 の 霊鳥 の 夥

しい 彫 刻群に あ っ て 、そ の 数 が 多 く最も 目を

引 く の が？II：戸
鹽
時イ辷、龍 姿 、龍 形 と もに 完 成の

域 に達 した と され る王 権 シ ン ボ ル の 龍で ある

　 2 ． 3 ．ア イ ヌ の 首長 と龍

　現 ロ シ ア 領の 沿海 州 は 、清朝 の 時 代 、tlilS

領 で あ っ が 、沿 海州ル ー トで 4L海道 ・
厚岸の

ア イ ヌ の 首士そに 雲 龍海 水 文の 袷 袍 が 贈 られ．て

い る v 当時 の 巾 国 と ロ シ ア の 覇権争 い が北方

ル ー トか ら の 龍の 進入 とな っ た の で あ ろ i ．

　 3 ．祭 礼，と 龍

　 3 ． 1 ．村 落蝿 司体 の 祭 礼 と龍

　縄 文 時代か ら弥縫・時代に か け て 、原 始信仰

の 対象は 蛇で あ っ た が 、農 作物 の 豊凶 を 左右

す る 雨水 の 神 の 龍信 仰 が 稲作農 耕 と 共に 伝 来

し、神へ の 靉作祈願 、感謝の 祭 杷 に龍 文化 の

影響 が 及 び 、蛇 信仰 と 龍信 仰 と が 融合 し日 本

占来 の 龍蛇信 仰 にな っ た と の 説が あ り、稲藁

で 龍蛇 の ご 神 体 を作 り奉納 す る 例が見 られ る。

　 3 ． 2 ．都 市共 同体 の 祭礼

　 商晶経済の 発展 と都 市の 人凵 増加は 、京 の

祇 園 祭や 大阪の 天 神祭 の よ う、祭礼 の 大形化

へ と発 展 した が 、都 市形 祭礼に も 多 くの 龍を

見 るこ とが で き る 。

　 3 、 2 ． 1 ．祇園 祭 の 山鉾 と龍

　 京部 三 大祭 の
一・一

つ 祇 園祭の 始 ま りは 、疫病

や 禍い を もた らす御霊 を鎮 め る神事 、祇 園祭

御霊 会 に 遡 る とされ 、貞観 11 年 （869 年

）に始 ま り、室 磯 、安 t桃 山、江 戸 、明治 、

大 正 、昭和 と一・時 の 混 乱期 の 中断 を除 き 、続

け ちれ て きた 。

　 例 二年7 月 17 日 、絢 爛 豪 華な 装 飾 品 に飾 ち

れ た 三 十二 基 の 山鉾 が京の 町 を巡 行 す る 。鉾

や 山 を彩 る装 飾 品の 煎掛 、水引 、胴掛 、見送

りには 、多 くの 鮮や か な色 彩 の 様 々 な 形 の 龍

を鑑賞で きる 、

　 長刀 鉾 ： 雲龍文つ ずれ 織 （見送 ）中国 明代

　 菊 水鉾 ： 雲 龍 の 図 （天井幕 ）日本 現 代

　 放下 鉾 ： 華巌宗祖 師絵伝 （ド水 引 〉日 本

　 船鉾 ： 金 地雲 龍 文厚 入 刺繍 （ド水 引 〉日本

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 江戸 時代

　 　 　 　 つ ずれ 錦龍 ・青 海渡 （見 送 ）

　　　 　 漆 塗 青貝 螺細 飛 龍 （大舵 ）

　 山伏山 ： 雲 龍波 濤 っ ず れ錦 （見送 ）

　 　 　 　 　 五 爪雲 龍文 刺 繍 （前掛 ）中国 明 代

　 あ られ 天神 山 ： 雲 龍 宝尽 蓬莱 山 つ ずれ 錦

　 　 　 　 　 　 　 　 （見送 〉中 国清 代

　 芦刈 山 ロ 龍文 中国 刺繍 く胴掛 ）中 鬮清 代

　太 r由 ： FIL爪龍 ・双 龍 （見送 ）中国清代

　南観 1馳h ： 龍王 波海 （見送 ）日本 現代

　鯉 山 ： 登 龍 （胴 掛 ）中国清代

　黒 室 lil： 万暦 帝 龍王 図 錦 織 （前掻 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 中 国清 代

　 3 ． 3 ．龍船 競争

　龍船 競 争の 言わ れは 、中国 の 戦 国 時代 、楚

の 懐王 に 使 え て い た 屈原 が 、楚 に 秦 が滅 ぱ さ

れ るの を 知 り絶 望の あ ま り汨 羅江 に 身 を投 じ

た が 、癌原 の 霊 を祭 るた め 、龍を か た ど っ た

船 、龍 船 に よ る競争 が始 ま っ た 。長 崎 、沖縄

の 飛龍 （ペ ー
ロ ン ）競 争は 中 田福建省か ら渡

っ て来 た もの で 、最 近 で は大 阪 の 天 神 祭 に 奉

納 され て い る 。

　 3 ． 4 ．神輿 ．山 車 と龍

　神威 を地 域 一帯 に あまね く行 き亙 る よ うに

、ご 神体 がお 乗 りに な る神 輿 は 、氏 子に 担が

れ巡 幸し ．lll車は鐘 を鳴 ら し 、太 鼓 を叩 き神

輿 の 巡 幸を示 威す る が 、天 地 四 方 を支 配 す る

四神 を配 す る装 飾が見 られ る 。

　 4 ，仏教 と 龍

　 龍 は仏 教 の 守護神で もあ る 。

　 仏教 誕生 の 地 、印 度 で は ナーガ と呼 ばれ 蛇

の コ ブ ラ の こ とで 有 っ たが 、仏教 東漸 の 地 、

中国 では それ が 龍 とな り L 日本 へ と伝 来 した

．阿弥陀如 来が 常 に説 法 して い る西方は る か

彼方の 幸 い あ る所 、極 楽浄 土 。そ の 極 楽 浄 土

を模 した お 寺の 仏 閻に 仏教 加護 の 龍 を見 る こ

とが 出 来る 。

　 1991 年解体 修 理 され た 奈 良 ・東 大 寺南

大門 の 金 剛力士 像 、吽形 像 の 衣の 内側 に も飛

龍が 描 か れ て い る e 彫 刻部 材 の 修 理 は行 われ

た が 、彩 色 の 復 元 は行 われ て い な い か ら 、 1
203 年完成 当時の 彩魚で あ ろ う。

　 吉 律 を祈願 し、社寺に 奉納する 額 の 絵 、絵

馬 に 龍を描 い て い るの を良 くみ か け る 。

　 5 ． フ ェ ス テ ィ バ ル の パ レ ー ドと 龍

　 自治体 主 催 、市民 参 加 の お 祭 りは 、信 仰 と

は関 係 の な い 、神事ぬ きの お 祭 りで ある が 、

そ の 最 大 の イベ ン トは 市内 を巡行 す る パ レ ー

ドで 有 ろ う。国 際化時代に 相磨 し く世 界の 踊

りが 見 られ る が 、龍舞 が パ レ
ー

ドを盛 りあげ

る 。
　 6 ．お わ りに

　 中 華毘族 の シ ン ボル と言われ る 龍 が 、日 本

に伝来 して い ら い 、既 に 2000 年 の 年 月を

経 て 、今なを消 え さる 事 な く継承 され て い る

。 龍が持 つ 龍姿 と龍 形 、その 色 彩 が 人 々 の 心

を と らえ るの で 有 ろ う．吉祥の シ ン ボ ル 、神

仏の 加護 の 龍 は 、現 代 社 会の 経 済発 展 の 象徴

で も ある 。
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